
【鳴門市行政評価】

◎基本情報

◎事業概要（PLAN)

健康増進法、自殺対策基本法
基本政策(大項目) 2

47

事務事業名 市民の健康づくり対策事業
担当
部署

健康福祉部　健康増進課

平成29年度事務事業評価シート（28年度実績）

保健・医療

施策 7 健康・医療対策の推進

総合計画体系 根拠法令
計画などずっと笑顔で生きがい感じるまちづくり

誰(何)を対象に
しているか

市民

事業
期間

開
始

17
政策(中項目) 1 ひとにやさしく健康で安らげるまち　なると

健康増進計画「健康なると２１」の推進

年度
　　　(小項目)

事業
目標

対象をどのような状態
にしたい(目指す)のか

平成２５年度に策定した「健康なると２１（第二次）」計画に基づき、肥満予防、生活習慣
病の発症予防と重症化予防を行うことにより、市民の健康度をアップさせる。

終
期基本事業 1

事業
対象

事業
計画

28年度に何を
計画していたか

●健康なると２１推進事業　①肥満予防ファイルを更新し、生活習慣サポートノートに変更。内
容、使用方法を検討。②健康なると21（第二次）推進ワークショップにて推進計画の検討。③キッ
ズ運動教室を開催。●食生活改善事業　①ヘルスメイト育成講座を開催し、人材育成。②栄養
教室等の開催。③食のネットワーク会議を開催し、関係機関と連携し、食育推進。●自殺予防対
策事業　①平成24年度から「絵本」をテーマとしたメンタルヘルス対策を継続。講演会を開催。●
健康教育　健康ジョギング教室を開催し、糖尿病予防・改善につなげる。

成果
目標

事業目標の達成度合

指標名 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 単位

ヘルスメイトの数 30 30 30 30 30 人

◎実施結果（DO)

事業
実施
内容

28年度は目標を達成
するため、手段として
どのような活動を行っ
ているのか

●健康なると２１推進事業　①肥満予防ファイルを更新し、生活習慣サポートノートに変更。内
容、使用方法を検討後、ホームページに掲載し、市民が活用できるようにした。②健康なると21
（第二次）推進ワークショップにて推進計画の検討し、中間評価にむけて取り組むこととした。●
食生活改善事業　①ヘルスメイト養成講座を開催し、33名の人材育成。②栄養教室等の開催。
●自殺予防対策事業　①平成24年度から「絵本」をテーマとしたメンタルヘルス対策を継続。講
演会を開催し、知識の啓発・普及に努めた。

事業実施手法

指標名 27年度実績 28年度実績 29年度目標 30年度目標 31年度目標 単位

活動指標
実施した事業
の活動量を示
す指標

1 ヘルスメイトの地域での活動回数 13 12 10 10 10 回

－ 人

2 ワークショップの参加者数 17 15 21 21

－ －

21 人

成果指標
対象にどのよ
うな効果が
あったか示す
指標

ヘルスメイトの数 33 33 － －

％

今年度の進捗状況 計画どおり 事業全体の進捗状況 計画どおり

（千円）

目標達成率(実績/目標) 110.0 －

財源内訳

年　度 区分 国 県 地方債

決算額 0 428 0

その他特定財源 一般財源 事業費計

平成28年度

当初予算額 0 492 0 155 1,062 1,709

全体予算額 0 492 0 155 1,062 1,709

補正予算額 0

143 988 1,559

繰越額 0 0 0 0 0 0

人件費
正規職員(7,133千円/人) 臨時職員(2,043千円/人) 総人件費 総事業費

0.2 0.0 1,427 2,986

0 0 00繰越予算額 0 0

0 0 0 0 0

個人 世帯 団体 その他 内部管理

市実施 一部委託 委託 補助金 その他



【鳴門市行政評価】

◎項目別評価（CHECK)

◎今後の方向性(ACTION)

【事務事業名：市民の健康づくり対策事業】

事業費推移

年　　度 27年度決算 28年度決算 29年度 30年度 31年度

事業費 1,458 1,559 1,313 1,313 1,313

うち一般財源 697 988 612 612 612

人件費 6,859 1,427 1,427 1,427 1,427

総事業費 8,317 2,986 2,740 2,740 2,740

効率性
自殺予防の講演会は健康福祉部全体で取り組めた
ことにより連携強化につながった。

人

A:目標を達成できた

評価項目 評価値 所見欄

①活動に対
する評価

有効性 B:概ね有効性があった
5事業ともに、すべてのライフサイクルに対する事業
展開につながり、効果的であった。

3.現状維持

B:概ね効率的だった

指標名 ヘルスメイトの数

目標値以上に実績が上回ったため、よい成果がで
たと評価する。

目標 30 人

実績 33

●健康なると21推進事業については、中間評価の結果を慎重に評価し、さらなる事業の発展につなげ
る必要性がある。●自殺予防対策事業については全国的に若年層の自殺率が高いため、的を絞った
啓発活動が必要である。

評価

実施内容

H29年度

●健康なると21推進事業については中間評価を実施し、平成30から34年度までの目標、アクション
プラン及び目標値を検討する。
●自殺予防対策事業については市民向け啓発活動として、街頭キャンペーン等を予定。
●栄養改善事業については継続実施。

H30年度

Ｈ29年度と同様に継続実施。また、健康なると21推進事業は新たなるアクションプラン、
目標値に向けて事業等の見直しを実施する。

今後の方向性 1.廃止 2.要改善 4.拡充

↓今後の方向性を踏まえた上で、以下の欄に記入してください。

3

③総合的な評価 B
3事業ともにおおむね目的を達成できている。ただ、
自殺予防講演会の参加人数の増加に努める必要
がある。

課題

②成果に対
する評価


